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専門職業教育と個人特性
―学部選択・キャリア意識に注目した検討（ ）―
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問題と目的

本報告は，専門職業教育を受けた学生たちの個

人特性と卒業後の職業定着の関係を把握する一連

の研究の一環である。本報告は，特に看護職に焦

点を当て，看護学部学生の学部選択理由と個人特

性との関連を検討し，西岡他（ ）で示された

現職看護師の離職意向に影響する個人特性と比較

することを目的とする。

方 法

調査対象者

私立総合大学看護学部に在籍する１年次生

名（男性 名，女性 名）

調査時期

年 月

調査項目

「人的特性アセスメント」（吉田他， ）を用

いた。また，学部選択理由（複数回答可）と卒業

後の看護師としての就労意向（ 件法）について

の質問も設けた。学部選択理由の選択肢を

１に示す。

手続き

調査は一斉に行われた。所要時間は約 分で

あった。また，調査に先立ち，回答は任意である

こと，個人情報は適切に扱われることを説明し，

同意書の提出を求めた（承認番号 ，

）。

結果と考察

学部選択理由の項目とその選択率を に

示す。選択率が ％未満であった「元医学部」を

除いた 項目についてクラスター分析を行ったと

ころ， つのクラスターが得られた。それぞれ，

〈職業理解〉（「女性」「家族」「転職」），〈経済的条

件〉（「収入」「資格」），〈仕事内容〉（「憧れ」），〈人

からの勧め〉（「勧め」）とし，分析にはこれを用い

た。

ある学部選択理由を選択した者と選択しなかっ

た者との間で，個人特性に差があるかｔ検定を行

ったところ，看護職を目指し入学したばかりの学

生のなかでも，その志望理由によって個人特性に

特徴的な差のあることが示された（ ）。

西岡他（ ）では，現職看護師の離職意向に

影響するのは，個人特性のうち「自己効力」のみ

であったが，看護学部学生においては，学部選択

理由が何であれ「自己効力」に差はみられなかっ

た。このことから，現職看護師の離職意向と看護

職志望時の志望理由とは，個人特性という点では

関係がないといえる。職業定着という面からみれ

ば， 年間の学部での教育・経験，就労してから

の経験等を通して，「自己効力」をどのように育

んでいくかが問題であることが示唆されよう。
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非選択 選択 合計

看護師という仕事への憧れ（憧れ）

収入の安定性・高さ（収入）

女性が働きやすい職場であること（女性）

家族が医療関係者（家族）

人からの勧め（勧め）

元は医学部を志望していた（元医学部）

資格が得られること（資格）

転職の容易さ（転職）

１　学部選択理由と選択率

基本的性向 根気

正直さ

楽観性

好奇心

感情資源 内省性

自己効力

自尊感情

自己覚知

自己決定

自制

目標追求

共感性

愛他心

他者への関心

協力

自発的援助

人付き合い

知性 寛容性

批判的精神

適応力

発想力

思考力

（表中の数字は，その理由を選択した者の平均 選択しなかった者の平均）

２　学部選択理由と個人特性

職業理解
経済的
条件

仕事内容
人からの

勧め
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